
認知症に関する正しい知識と認知症の方に対する理解を持ち、地域
や職域で認知症の人やその家族に対してできる範囲で見守り、手助け
をする方のことです。
近所づきあい、友人づきあいの中で気になることがあればさりげな

く気にかける、認知症の人やその家族が困っていることがあれば、親
身に話を聞いたり、相談に乗ることも役割の1つとされています。
また、日常生活に身近な、金融機関、スーパーマーケットや商店、

交通機関をはじめ、さまざまな企業でも従業員がサポーターとなり、
認知症の人の特性を理解して、業務に生かす取り組みを進めています。

１ 認知症サポーターとは

道内の認知症
サポーター数は
約64万人！

（令和８年３月末時点）

講座の修了者には、
サポーターの証と
してグッズが配布
されます。 オレンジリング 認知症サポーターカード
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２ 認知症サポーター養成講座の開催
・認知症サポーターになるには、認知症サポーター養成講座を受講することが必要です。
・「認知症とはどのような状態か」「認知症の人と接するときの心がけ」などを学びます。
・認知症サポーター養成講座は自治体、金融機関、会社、学校などにおいて、通常１時間30
分程度で開催しています。

〈住民〉自治会、老人クラブ、民生委員・児童委員、家族会、防災・防犯組織等

〈職域〉企業、銀行等金融機関、消防、
警察、スーパーマーケット、
コンビニエンスストア、宅配業、
公共交通機関等

〈学校〉小中高等学校、教職員等

認知症サポーター養成講座について

講座の開催対象例

開催を希望される場合は、事業所の所在する市町村
または北海道へお問い合わせください。

２


